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1 研究背景と研究目的

現代は情報社会化の発展によって人々の交流やコミュニケーションが希薄化しており、人と人との関わりを持つような空間が必要不可欠である。社会の変化に応じた都市計画の必要性が唱えられている現状において、パブリックスペースや広場などのオープンスペースといった開かれた空間は人々の交流が生まれ魅力的なものである。
私は建築とは人々や都市に対して影響を与えることのできるものであり、普段は気付かないような事象私たちの身の回りの環境や文化の多様な意味を認識するきっかけを作りだすものであると考えている。そこで今回は、私たちの生活の中にある普段はあまり意識しない“場所”というものがどのように構成されていて、建築によってどのような影響が与えられているか、また、その空間が都市空間のスケールの中において“人々の集まる場所”として存在するための在り方を明らかにするというテーマに沿って研究を行うものとする。
2 　研究の位置づけ

既往研究の「オープンスペースにおける人の居方に関する研究」という論文において鈴木らは広場の使われ方や人々の距離感・関係性など、調査によって現状を把握し、カテゴリーごとに人々の様態について分析し、周辺環境を含めて考察することによって人々の居方の状態の傾向とその特性を見出だすことを目的としている。しかし、この論文は、人々の居方という視点からオープンスペースの利用実態を調査し、カテゴリー化する事で傾向を読み取っているが、考察はグラフや図から読みとった感覚的な表現しかされておらず、具体例や数値がほとんどないため、感想を述べているだけに感じる。調査得られたデータをもとに今後どのような発展が考えるかも述べられていないものであった。
そこで今回の論文では、は都市空間におけるパブリックスペース、オープンスペースと呼ばれる人々の交流や滞留が生まれる開かれた空間の具体的な構成要素を抽出し、人と人のコミュニケーションが生まれる空間の条件というものを導き出すことによって、今後の都市空間におけるパブリックというもののあり方を考察してゆく。

3 調査目的と調査方法　
対象敷地は原広司氏設計による京都駅ビルとする。この建築は単なる交通ターミナルではなく商業施設やイベント会場、大階段など様々な機能が盛り込まれ、京都の中心核を創り上げられる事で人々が集まり、行きかう様子はまさに都市の縮図となっている。巨大な吹き抜け空間と大階段など、未来指向のデザインに溢れているため、新しいものと古いものとが調和をもって共存する京都において今後のパブリックスタイルを考察する絶好の場といえる。
　調査方法は京都駅ビル構内において、人が複数人以上集まっているパブリックと感じる場を明らかにし、その場で行われている人々の行為や使いこなしている様子を写真に収めて記録する。そしてその人が集まる場がどのような要素で構成されているかを抽出し、要素の形態を考察する事によって人が集まる場の条件や場所性を解析していく。また、新大阪駅、大阪駅といった所も同様の調査を行うことによって、これらに共通する場所性を見出していくものとする。

4 分析手法

　　　　分析手法としては、パブリックと選定した場所に注目し、一定時間おきにその場所を写真に収めることによって、滞在者の人数や場所選択、人の動きや流れを明らかにし、図に示すことによって、その場所に集まる人の心理や行動を調査し考察を行う。また、同様の分析を複数の敷地で行う事によって、共通する因子や要素を抽出し、滞在する場所の条件を探っていく。
5 仮説
　　　駅ビルにおいて人の集まる場所というのは、立ち止まったり座ったりできる拠り所がある場所であると思う。また、止まったりできる場所というのは人々の行き来を邪魔する事のない動線から少し離れた場であると予想する。
